みえスポーツフェスティバル２０２２
ソフトボール大会要項

１　主　　　催　　　みえスポーツフェスティバル実行委員会
２　共　　　催　　　三重県　三重県教育委員会　亀山市　亀山市教育委員会　(公財)三重県スポーツ協会　(一社)三重県レクリエーション協会　三重県スポーツ推進委員協議会
３　主　　　管　　　(一社)三重県ソフトボール協会　亀山ソフトボール協会
４　期　　　日　　　2022年9月25日（日）・10月2日（日）　予備日　10月9日（日）
５　会　　　場　　　 9月25日　亀山市　関総合スポーツ公園多目的グラウンド
10月 2日　亀山市　関総合スポーツ公園多目的グラウンド
10月 9日　亀山市　東野公園　ソフトボール場　
６　参加資格　　　チームのソフトボール協会への登録の有無は問いません。オープン参加とします。（ただし、2021年度に三重県ソフトボール協会主催の県大会に出場した選手は参加できません。）
　　〇女性チーム　18歳以上で同一支部内に在住または在勤する女性のみで構成されたチーム
　　　　〇男性チーム　18歳以上で同一支部内に在住または在勤する男性のみで構成されたチーム
７　チーム編成　　　監督１名・コーチ２名・選手25名以内
８　実施上の規則及び方法
1 2022年度オフィシャルソフトボールルールによる。
2 参加チームが４チーム以上の場合はトーナメント方式、３チーム以下の場合はリーグ戦にて行う。
3 試合は80分で新しいイニングに入りません。７回終了時点で同点の場合は、８回よりタイブレークを採用します。80分終了後は新しいイニングには入らず、抽選により勝敗を決定することとします。
９　使　用　球　　　ゴム製公認３号球（大会本部で準備する。）
１０　表　　　彰　　　優勝・準優勝・三位の表彰を行います。
１１　大会本部　　　亀山市ソフトボール協会　事務局
　　　　　　　　　　　　　　勝田　利男（０９０－７６９１－５１８５）
１２　参加申込み　　　所定の申込用紙に必要事項を記入の上、９月９日（金）までに下記あてメールまたは郵送にて送付してください。なお、参加料10,000円を申込書送付時に下記口座に必ず「チーム名」で振り込んでください。振込手数料はチームの負担でお願いします。
　　　　　　　　　　　〔申込用紙送付先〕
　　　　　　　　　　　  〒519-4325　熊野市有馬町506－8　雑賀大策 方
一般社団法人三重県ソフトボール協会　宛
℡090-2137-4757　E-mail:pw277478@xc5.so-net.ne.jp
　　　　　　　　　　　〔参加料振込先〕
　　　　　　　　　　　　 三十三銀行　熊野市役所出張所 普通　６００１９２０
　　　　　　　　　　　　　三重県 (みえけん)ソフトボール (そふとぼーる)協会 (きょうかい)　事務 (じむ)局長 (きょくちょう)　雑賀 (さいか)大策 (だいさく)
１３　その他
1 天候不順で開催不明の場合は、自己判断することなく必ず大会本部に問い合わせて態度を決定してください。当日の決定は午前7時の予定です。
2 開会式は行いません。前の試合の4回終了時または開始予定時刻の30分前までにご参集ください。
3 申込み後の選手変更については、当日会場で受付時に申し出てください。
4 本大会において傷害を受けた者に対して、応急処置のほか主催者は責任を負いません。
ただし、傷害保険は参加料から大会本部が一括して加入します。
5 選手は運動のできる服装でよいが、背番号は必ず付けてください。（金属スパイクの使用を禁止します。）
6 会場における使用上のマナーを遵守してください。
7 新型コロナウイルス感染症防止のため、日本協会ガイドライン及び別添「三重県ソフトボール協会新型コロナウイルス感染症対策に関する大会運営ガイドライン」を順守すること。


令和３年２月17日別添

三重県ソフトボール協会

新型コロナウイルス感染症対策に関する大会運営ガイドライン

　三重県ソフトボール協会が主催し、又は主管する大会を開催するにあたり、開催できる前提条件として、安全に大会運営を行うため、新型コロナウイルス感染症感染防止対策を最大限に講じつつ、大会に関与するすべての関係者のご理解と誠意ある対応が必要なことから、以下のとおり大会運営ガイドラインを定める。

１.対象となる大会
　 三重県ソフトボール協会が主催する三重県大会
　 三重県ソフトボール協会が主管する東海地域大会等

２.コロナウイルス感染症の感染予防対策
1 開会式は実施しない。
2 各自、手洗い、うがいを徹底して行う。
3 試合に参加するすべてのチーム構成員、審判員、記録員のマスク着用を認める。
4 攻守順の決定の際や打順表確認の際の主将、監督、審判員の握手は行わない。（可能な限り、お互いの距離をあける。）
5 試合開始時の整列及び礼は、球審の集合準備の合図で両チームがベンチ前に整列し、その場で礼をして行う。試合終了後も同様とする。
6 チームの監督又はその代行者は、必ず来場前にチーム構成員全員の体調を確認し、受付時に別添「健康状態申告書」により競技委員長に報告すること。
なお、発熱や倦怠感、嗅覚や味覚に異常がある等体調の悪い構成員及び大会前2週間以内に陽性とされた方との濃厚接触をされた方、同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる方は来場を禁止する。
7 参加申込後に、チーム内に感染の恐れがある者がいる、または自主的に感染予防を図ることを理由として、チームの編成に必要な人数が欠員となり、大会を棄権してもこれに対するペナルティーは課さない。


３.競技上（練習を含む。）の留意点
1 バット、ヘルメット、グラブ・ミット、打撃用手袋、ロジンバックなどは各選手が使用し、可能な限り他の選手との共用を回避するように努め、共用せざるを得ない用具については、チームの責任において、こまめに消毒を行う。
2 試合中に使用するロジンバックは、各チームが用意する。（使用前に審判員の確認が必要）
3 唾を吐く行為を禁止する。
4 選手、特に投手は指を舐めてはいけない。
5 握手、ハイタッチ、グータッチ、ハグなどの身体的接触を避ける。
6 グラウンドレベルでの円陣は控える。
7 ベンチ内での選手間の距離は、できるだけ２ｍ（最低１ｍ）確保する。
8 声援や指示を出す場合は、大声の発生を控え、対人距離に注意する。
9 監督、コーチが審判員に近づく際に最低２ｍの距離を保つ。
10 タオル・ペットボトル・コップ等の共用は避ける。

４.情勢の変化等に対する対応
　大会開催直前であっても、情勢の変化や上部団体、関係行政団体の指導等により、急遽大会を延期または中止する場合があることをあらかじめ了知いただきたい。

５.その他（重要事項）
　　参加希望チームは、本ガイドラインに定めるもののほか、コロナウイルス感染予防・競技上の留意点を十分に理解した上で大会に参加すること。
万一、徹底事項に明らかな違反が認められた時点で没収試合となることもある。
（違反チームの不戦負け）


沿革
　令和3年2月17日　制定


